































(1) r明 B 迎えに持きますから、心配いりませんJ rそうですか。助かります。
本当にありがとうござし、ます」









テンスの観点から、 (1) (2) のようにく発話時以後〉に起こるであろうことに
対し感謝・謝罪する場合や、 (3) (4) のようにく発話時現在〉に起こっているこ



















ンタはJ /藤田 l\' 、やいやもう、申し訳ない。もうこの通りですj
(山本洋次・朝間義隆[息子~)
以上のように、感謝・謝罪表現における両形式の使用に関して、単に「感謝・





















べている (p. 77) 。





















ことではないようである 3)。そして、 (7)-(9) のような場合に“ル"形がなぜ用
いられるのかについて、金田一(1987) では詳細な説明はなされていない。
2.2.2 森田良行(1988) 






しかし、上記の (7)-(9) のような場合に“ル 形がなぜ用いられるのかにつ
いては言及していない。
2.2.3 寺村秀夫 (1984)・工藤真由美(1998)
寺村 (1984: 89-94) は、ある事柄に対する話者の主観的な判断あるいは評価を
表す類の文において、両形式の使用は「主観的な判断の部分」と「その判断の対
象・内容であるコト J の両部分に関係するとしている。また、「テンスは、その
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両部分に関係するが、判断部分が判断時、つまり現在の形をとるときと、判断内
容であるコトのテンスにいわば引きずられる場合がある (p. 92) J と指摘している。
寺村 (1984) の立場に賛同するものとして、工藤(1998) は、時間の中でのア
クチュアルな展開性のないく非動的述語=存在・状態・特性・関係・評倒を表す
述語〉における“タ"と“ル"両形式の復い分けは「話し手の判断時に焦点、をあ






























































(16) みなさま、ありがとうございました。 おかげさまでくBlueLagoonFes旬、 08)
は、無事終了することができました。今年で、 4 年目のとなる本イベン
トですが、今まで、天候に恵まれてきましたが、今年度は、突如発生し
















































































36 挨拶表現における "!J " と“ノレ"隊形式の誇用論的研究(1:余)










打。/銅打 fそれじゃ行きます……(シャッターの音)終りましたJ / 
母親「ありがとうございますJ /割烹着をつけたミネがライトを消す。
/送り出す錦打。/鍋打「ご苦労さまです……ありがとうございまし
たJ (黒木和雄・井上正子・竹内銃一郎 ~TOMORROW /明日 j)
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ない。このように、“ル"形の「お疲れ様です」しか用いられないのは、同僚の
仕事がまだ終了していないためであると考えられる。
































































































































しかし、 (32) (33) のように、別れの際、「失礼しますj と「失礼しましたj
の両形式が共に用いられる発話場面も存在する。向故であろうか0
5.2 雨形式の使い分けの要因
前節で述べたように、「失礼する j とし、う述語は「謝罪j と「別れJ という一
面性を持つ。本稿では、別れの際、問じ状況での「失礼します」と「失礼しまし
たj という両形式の使い分けは、「失礼する J という述語がもっ f謝罪j の意味
に関連していると考える。
別れの際に用いられる「失礼しますj は、例えば (32b) では、「話者が自分か
ら現在この場を離れたり、帰りを急ぐのは非礼であるが、『今から出るという非
礼をお許し下さい~J という謝罪の意味を表している。そして、 (33b) では、「話
者が話を終了し、自分が電話をかけておいて自分の方から電話を切ろうとするの
は非礼であるが、『電話を切る非礼をお許し下さい~J という意で謝罪している。
即ち、 (32b) の「失礼します」は「今から退室することに対する謝罪」であり、 (33b)
の場合は「今から電話を切ることに対する謝罪j である。この考えの妥当性につ
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で出てし、く。(桂千穂『ふたり~)
(37) ところが、この日の夕方、成城の宇野家に、玉川警察署の刑事が訪ねて









(38) この l 年間位の問、私の携帯に間違い電話が多くかかってきます。電話





けた側が fお邪魔したこと j に対して謝罪しているからである。
5.3 まとめ
以上、別れの場合に用いられる「失礼します」と「失礼しました」という両形



























































2) この点について、金田一 (1987: 176) は次のように述べている。
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Pragmatic Analysis of Greetings in Japanese: 
Usages of "-ta" Forms and "-ru" Forms 
YufenXU 
This paper analyses the semantic difference between "-ta" forms and "-ru" forms 
of the greeting expressions in the following things: thank (Arigatogozaimasu), 
apology (Moshiwakearimasen; Sumimasen), appreciation (Otsukaresamadesu), 
congratulation (Omedetogozaimasu), and goodbye (Shitsureishimasu). Gram-
matically, general usages of"-ta" forms and "-ru" forms are related with the tense 
of things. However, in the cases of the greeting expressions, the only grammatical 
analysis is not adequate for an explanation of the actual usages of these fonns. 
This paper focuses on not only the tense, but also the pragmatic functions in order 
to explain the actual usages of the "-ta" fonns and the "-ru" forms in the greeting 
expressions. 
